
一般社団法人 徳島県作業療法士会 

平成 30年度 第 5回理事会 

 

日 時：平成 30年 7月 17日 19：00～20：30 

場 所：ふれあい健康館 第 1会議室 

出席者：理事 

 岩佐英志、井上俊子、上田裕久、細川友和、吉野哲一、秋山健太、上原さおり、 

大浦江美子、角野國雄、小森和樹、佐尾山諭、新名大介、田中茂、西山修平、 

松村幸治、山下旭、櫻井宏美 

監事：岡 桃子、 

欠席者：なし  

議 長：岩佐英志 

書 記：津守椋太 

（敬称略） 

 

 

Ⅰ．報告事項 

1． MTDLP研修会について 

 2018年 9月 2日 徳島赤十字病院 4階 412A・B講義室にてMTDLP基礎研修を開催予

定。講師は河野裕美子先生で費用は 2500 円。また 11 月、2 月にも MTDLP 実践者研修

を開催予定。また 10月にはMTDLP書き方研修会を開催予定。 

2．推進委員の委嘱終了に伴う対応 

 現委嘱者の河野裕美子先生は平成 30年度までとなる。MTDLP士会連携支援室は平成 31

年度以降の士会担当者の早期把握も考えている。7 月 28、29 日の 47 委員会でも依頼が

あるが当士会も早期の対応が必要。 

3．第 17回徳島県 PT・OT・ST合同研修会テーマおよび内容について 

 平成 30年 10月 21日に開催予定。テーマは「栄養について」～Swallowing foodの調理

訓練、実食体験～となっている。会場はふれあい健康館の予定。講師は未定。来月理事

会で確定事項を発表する。 

4．公文書の管理について 

6月末から公文書の管理は総務部で行う。公文書等発行あれば小森先生まで。 

5．学術部研修会について 

今年の学会から査読を理事の先生に依頼する。第 4回研修会として小松島病院にて 

平成 30年 9月 12日に行う予定。案内を各病院に送付予定。 

 

 



6．啓発活動・名刺デザインについて 

名刺のデザイン及び完成形予想図が完成。 

川島高校の学生から現場見学依頼があり、徳島赤十字病院の新名先生が快諾。見学が行

われた。 

7．会員カードについて 

 6月末から会費の支払いのあった会員に会員カードを発行している。 

8．災害関連について 

平成 30年 7月 12日岡山県から徳島県医師会に対して JRATの支援要請があった。13日

に JEMTC から JEMTC 研修修了者に個別に案内あり。現時点では県から災害支援の連

絡は来ていない。8月 4日に大規模災害に対する研修を行う予定。 

9．鳴門事業について 

 前年度のくらしいきいきサポート事業の委託料は 1 人 1 万円だったが、今年度より通所 

1回につき 1000円事務費が追加されている。事務費は県士会の収入となる。サロンにつ

いて 2 年ほど前から板東先生が一人で行なっている状態であった。総合事業の関係者、

世話人を中心に日程調整してゆく。 

10．障害者スポーツについて 

月に 1回徳島ボルティス、精神保健福祉会、県士会が協力しサッカー教室を行っている。

阿南にて練習会を開催。35名の当事者、10名のスタッフで行った。協会ホームページに

掲載する予定。 

11．第 2回鳴門市いきいき百歳大交流大会について 

 平成 30年 10月 25日に鳴門市アミノバリューホールにて行う予定。テーマは「自立支援

に向けた福祉用具とは」。何社か企業に依頼し福祉用具のブースを出展する予定となって

いる。 

12．徳島県自動車運転支援プロジェクトについて 

高齢者に対する交通事故予防体操を県警と協力して行ってゆく予定。11月 7、8、9日の

いずれかで第 3回徳島県自動車運転支援プロジェクトの研修会を開催予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．審議事項 

1．認知症予防すごろくについて 

 サイコロを振りマスには体操や頭の体操、コミュニケーションのきっかけになる課題を

準備する。課題はカードで用意し、毎回違う課題になるようにする。また、地域によっ

て課題を変えることでオリジナリティが出るのではと期待している。完成した課題内容

はホームページでダウンロード出来るようにする。またやり方の動画を用意する。10月

中に試作品を用意し、鳴門事業サロン等でも活用できるようにする。 

2．ホームページについて 

 ホームページの依頼料が 3年分未払いだった。今月 2日に一括で支払い済み。 

3．徳島県における介護ロボットのニーズとシーズの連絡調整協議会について 

 8月上旬をリミットに介護ニーズコーディネータ、開発シーズコーディネータ、大学関係

メンバーやメーカー、オブザーバー等のメンバーで計画を進めてゆく。 

4．愛媛県平成 30年 7月豪雨災害について 

 ホームページにお見舞いの文章の記載。また研修会の際に募金箱を用意またはチャリ 

ティー研修会とし、学会の参加費の一部を愛媛にお見舞金として送るのはどうか。協会

で協議しつつ進めてゆく。 

5．介護予防推進リーダー研修事業について 

会場について、1 月 13 日はふれあい健康館を予約出来たが、1 月 12、20、27 日は押さ

えることが出来なかった。1月 19日、20日は阿波銀ホールを仮押さえしている。2月に

関しては 10日、17日にふれあい健康館を押さえる予定。3月に関してもふれあい健康館

を押さえる。 

 

 

 

 

以上を以って議題の審議等を終了し、議長が閉会を宣言し解散した。 

この議事録が正確であることを証する為、出席した代表理事及び監事は捺印する。 

 

平成 30年 8月 21日 

代表理事：岩佐 英志   

監  事：岡  桃子   

櫻井 宏美   


